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例　ݴ

 １ ຊ書は、京都市山科区上花山旭山町地内で࣮ࢪした、旭山古墳群の発掘調査Ռ報告書であ

  る。（京都市番号　214039）

 ２　 調査は、東山ড়ԓ（Ұൠ財ஂ๏ਓຊࣉئ文化ོڵ財ஂ　ཧ事大୩ெॱ）の新御堂（Ծশ）

  建ઃ事にい࣮ࢪした。

地調査は、։発原因者Αり株式会社文化財サービス（Ҏ下、ʮ文化財サービスʯという）ݱ 　３ 

  にҕୗされ、大西晃靖、ੁా 。早見由槻（文化財サービス）が୲した、܆

 ４　 調査期間はྩ４年３月 28 日〜６月 10 日である。

 ５　 調査面積は 652 ㎡である。

 ６　 ຊ文・図中の方位・࠲ඪは世քଌ地ܥにΑる。ඪ高は̩ . ̥ .（東京平ۉւ面高度）である。

 ７　 土名おΑͼ出土遺物の৭調は、ྛਫ࢈লਫٕ࢈ज़会ٞ事ہमʰ新版ඪ४土৭ʱに

  ४͡た。

 ８　 ຊ書のࣥචは大西・早見が行い、編集は地ますΈ（文化財サービス）が行った。

　　 ࣥච୲はҎ下の通りである。

　　  大西　第ᶗষ　第ᶘষ　第ᶙষ１、２（１）（̰）・（̱）、（２）

　　  　　　３（２）（̱）奈良時代・平安時代・鎌倉時代　第ᶚষ

　　  早見　第ᶙষ２（１）（D）・（̳）、３（１）、（２）（̰）・（̱）ೄ文時代

Өは写ࡱӨは大西・早見が行い、出土遺物のࡱ地での記録写真ݱ 　９  ೇ՚堂（内ా真紀ࢯࢠ）

  にґཔした。

 10　 調査にるࢿྉは京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市ਪਐ室文化財อޢ՝がอしている。

 11　 発掘調査おΑͼཧۀ࡞のࢀՃ者は、下記の通りである。

　　  ʤ発掘調査ʥ　 ా中৻Ұ、ਗ਼須ܚଠ、小ྛҰ٢、ߒԬ平、中 ༏࡞（Ҏ上、文化財サービス）、

һ（株式会社京Χンリ）ۀ࡞     

　　　　 ʤཧۀ࡞ʥ　 ଟլຎ、٢ֆཬ、下直ࢠ、中 ༏࡞、উ由紀ࡊ、古୩ᚸ由ඒ、

     地ますΈ、Ӌ ߳、Ҫ上ઍ೫、ాߕय़奈、後౻Ղࡊ、下市ࣿ߳、西ඌࢠ、

     内明、溝चथ（Ҏ上、文化財サービス）

 12　 ࣗ વ化ֶ分ੳ（石ؑࡐ定）については、ެӹ財ஂ๏ਓӹ地ֶ会ؗにґཔした。Ռはෟষ

  に記した。

 13　 出土遺物の年代؍はҎ下の文ݙにґった。

   ాลত三ʰ須恵器大ʱ֯書ళ　1981 年

ଞʰ年代のものさし࢙ହ࡚ٶ    - ಃ༢の須恵器 -ʱ大ࡕ府ۙつඈௗത物ؗ図録 40

   平ඌʮ土師器࠶考ʯh བڀݚ　࢙紀ཁ　第 12 号ʱެӹ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ݚ

所　2019ڀ    年



。いたしますँײをいたͩいた。記してࣔڭにおいて、下記の方ʑから御ۀ࡞地調査、ཧݱ 　14 

（শུܟ）  

   Ұ（໋ཱؗ大ֶ）、ᅳ下ଟඒथ・ڐ क・花۽༞基・٢ా೫（ཾ୩大ֶ）、

   ᬑ（大ࡕ市ཱઘඌۀ高ֶߍ）、ଠా明（Տ内市ڭҭҕһ会）、山ా

   （同ࢤ社ঁࢠ大ֶ）、上村直・Ԭాຑҥࢠ・ദా有߳・ۙ౻奈ԝ・高ڮ ܿ・西大ᑍ・

   ʑҰ・中୩ढ़࠸・中୩ਖ਼・西ాྙࢠ・দ٢༞ر・三Ұ・দӬम平・南 ・༤

   ᬑ都࠸ق（ެӹ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所）、കޫོ、前ాٛ明
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第ᶗষ　調査の経緯

１　調査にࢸる経緯（図１）

京都市山科区上花山旭山町地内にҰൠ財ஂ๏ਓ東ຊࣉئ文化ོڵ財ஂ（Ҏ下、ʮ東ຊࣉئ文化

ըされた。同地には、終末期の群集ܭ財ஂʯという）にΑり東山ড়ԓ新御堂（Ծশ）建築がོڵ

墳である旭山古墳群が存在し、今回の建ઃ༧定地は̗支群にあたる。建ઃ事にઌཱち京都市文

化市ຽہ文化ܳज़都市ਪਐ室文化財อޢ՝（Ҏ下、ʮ文化財อޢ՝ʯという）Αり発掘調査がࢦ

ಋされた。発掘調査ࢦಋൣғは 652 ㎡にઃ定され、調査ൣғには４基の古墳（̗−３〜６号墳）

がؚまれることとなった。発掘調査は東ຊࣉئ文化ོڵ財ஂから株式会社文化財サービス（Ҏ下、

ʮ文化財サービスʯという）にҕୗされた。

２　調査の経ա（図２）

地調査はྩ４年３月ݱ 28 日Αり։࢝した。掘削ۀ࡞の前に調査区おΑͼͦの周ล 1623 ㎡

のݱ況地ܗଌྔを行った。ͦの後、文化財อޢ՝からの発掘調査ࢦಋൣғを基に調査区のઃ定を

行い、文化財อޢ՝の検査をड͚た。

　掘削ۀ࡞は、ઌず調査区全Ҭにଯ積する表土をਓྗ・ॏ機をซ༻して除ڈした。表土掘削後

調査地

N

100ｍ０

図１　調査地位置図（1：2,500）
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1．調査前（西から） ２．表土掘削作業（南西から）

３．Ｂ－５号墳周溝掘削作業（北東から） ４．Ｂ－４号墳　石室内調査経過（東から）

５．Ｂ－４号墳　墳丘盛土掘削作業（北西から） ６．Ｂ－６号墳石室内断面実測（北東から）

７．関係者向け説明会（北東から） ８．Ｂ－５号墳石室解体作業（西から）

図２　発掘調査経過写真
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に、ઃ定したセクションԊいに断ׂりをೖれ断面؍にΑり֤古墳の石室・周溝の確認後、石室

内埋土・周溝埋土の掘削を行った。上記埋土の掘削後に、写真ࡱӨ・図面࡞にΑる記録ۀ࡞を行っ

た。

　記録ۀ࡞終ྃ後、֤古墳墳丘部セクションԊいに断ׂりをೖれ墳丘のްさを確認し、墳丘盛土

の掘削を行った。墳丘盛土除ڈ後に࠶度写真ࡱӨ、図面࡞を行った。墳丘掘削後の５月 26 日に、

東山ড়ԓ関者をରとしてݱ地આ明会を行い、８名のࢀՃがあった。

　ͦの後、石室のղ体を行い、石室基底石の据付状況を確認した後、基底石を除ڈし石室掘方を

完掘した。石室完掘状況での写真ࡱӨ、図面࡞を行い調査を終ྃした。なお、̗−３号墳は石

図３　調査区地区割・基準点配置図（1：200）
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室内にथがੜえており石室ղ体ٴͼ掘方の完掘がࠔであったたΊ、断面記録にඞཁなՕ所の

石ࡐの除ڈ・断ׂりを行った。

　写真ࡱӨ機ࡐは、35 ̼̼ϑϧサΠズのҰ؟ϨϑσδλϧΧϝϥ、35 ̼̼നࠇϑΟϧϜおΑͼ

ΧϥーリόーサϧϑΟϧϜ、ドϩーンを༻し、図面࡞にはखଌりにΑる࣮ଌ、τーλϧスςー

ションにΑる図化、写真ଌྔをซ༻した。

ͼ周溝ٴಋをड͚た。また、石室内ࢦ՝の検査おΑͼޢ地調査においては、దٓ、文化財อݱ　

埋土を掘削したஈ֊で文化財อޢ՝がઃཱしたຊ調査の検ূҕһであるҰࢯのݱ地ࢹ・

検ূをड͚、調査にରするॿݴをいた。

３　ଌྔ基४のઃ置と地区ׂ（図３）

ଌྔ基४は、734 ଌྔにΑり調査地敷地内に̖ 01、̖ 10 をઃ置し、ͦの２からτーλϧ

スςーションにΑり調査区まで基४をҠಈした。調査区内おΑͼ調査区周ลには̥ 01、̥ 02、

̥ 03、̥ 04 の４をઃ置しଌྔの基४とした。基४ଌྔのՌはҎ下の通りである。

　　　̖ 01　　 ̭ ʹ -112477.566 ̼　　 ̮ʹ -19137.953 ̼　　 ̝ʹ 188.133 ̼

　　　̖ 10　　 ̭ ʹ -112482.033 ̼　　 ̮ʹ -19119.113 ̼　　 ̝ʹ 188.418 ̼

　　　̥ 01　　 ̭ ʹ -112479.490 ̼　　 ̮ʹ -19260.843 ̼　　 ̝ʹ 184.035 ̼

　　　̥ 02　　 ̭ ʹ -112477.803 ̼　　 ̮ʹ -19270.056 ̼　　 ̝ʹ 186.838 ̼

　　　̥ 03　　 ̭ ʹ -112489.067 ̼　　 ̮ʹ -19246.420 ̼　　 ̝ʹ 180.253 ̼

　　　̥ 04　　 ̭ ʹ -112458.852 ̼　　 ̮ʹ -19260.859 ̼　　 ̝ʹ 188.988 ̼

検出遺構おΑͼ出土遺物のཧのたΊ、調査区にରして５̼άリοドをઃ定した。̮࣠にΞϥ

ビΞࣈを西から東に、̭࣠にΞϧϑΝϕοτを北から南にॱに付し、両者のΈ߹Θͤで地区

名とした。地区名は、άリοドの北西֯を基४とした。

４　ཧۀ࡞・報告書࡞
は写真、図面のཧと出土遺ۀ࡞を行った。ཧ࡞おΑͼ報告書ۀ࡞地調査終ྃ後、ཧݱ　

物のཧをฒ行して࣮ࢪした。遺物のཧはચড়、߹、࣮ ଌ、τϨース、෮ݩ、写真ࡱӨを行っ

た。報告書のࣥචは調査を୲した大西・早見、編集ۀ࡞は地ますΈが୲し、ͦのଞཧ࡞

。は社社һが分୲して行ったۀ
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第ᶘষ　位置とڥ

１　地ཧతڥ
　旭山古墳群のܗされる東山丘ྕは、京都ຍ地の東端を南北にԆͼ、京都ຍ地と山科ຍ地をִ

てる丘ྕੑ山地である。北はҙϲ （ַ大文ࣈ山）から南はҴՙ山までԆͼ、ҙϲ （ַඪ高 472 ̼）

を除͚ඪ高 100 〜 300 の比ֱతい山地が࿈なっている。また、調査地周ลはௗ部と呼ڃ̼

れ、平安京周ลのૹ地として著名な地Ҭである。

ڥత࢙ྺ　２
古墳　東山丘ྕでは、古墳時代中期頃（４世紀後半〜５世紀ॳΊ）から造営が։࢝され、調査地

の周ลではҴՙ山古墳群がある。この時期の古墳は主に丘ྕ南側に位置し、山科ຍ地では後期か

ら造営が։࢝される。

　古墳時代後期には、山科ຍ地おΑͼͦの周ลにຊଟ山古墳群、花山ਆ社古墳、山古墳、中ਉ

े三௩古墳群、大古墳、ޣ古墳群なͲが造営される。後期からは中ਉे三௩古墳群、ޣ古墳群、

ຊଟ山古墳群なͲの群集墳も造営され࢝Ίる。中ਉे三௩古墳群では、中ਉ第１࣍調査において

横穴式石室の基底部とܘ７̼でԁܗに巡る周溝の検出、第 59 ൈऔࡐ調査では横穴式石室の石࣍

跡とܘ 14 ̼でԁܗに巡る周溝の検出、第 70 。調査ではย袖式の横穴式石室が検出されている࣍

ޣ古墳群は 1984・85 年度のೋか年にって調査が行Θれ、20 基のうち 14 基の古墳が調査された。

ͦの݁Ռ、方墳を主体とした古墳群であり、内部主体は両袖・ย袖・無袖すべてのܗଶをとる横

穴式石室と小石室の存在が確認された。出土遺物から֤古墳に時期ࠩはΈられず、７世紀第Ұ࢛

半期に造営されたと想定されている。

集落　山科ຍ地の集落遺跡は、ຍ地南西部に位置する中ਉ遺跡があ͛られる。中ਉ遺跡は 1971 年

Ҏ߱ܧଓして調査が行なΘれ、ೄ文時代൩期〜平安時代の集落がల։することが確認されている。

ͦれҎ前では、第 74 、時に発ੜするണยなͲから࡞石器おΑͼ石器ܗ調査で出土したφΠϑ࣍

石器時代（چ 20000 年前）にはਓ間が׆ಈしていたࠟ跡が確認できる。ੜ時代後期〜古墳時

代前半にか͚ての୦穴建物は、遺跡のほ΅全Ҭで確認され盛況な༷ࢠがΘれる。古墳時代中期

には集落はҰ୴ॖ小するΑうであるが、古墳時代後期〜ඈௗ時代にか͚て࠶ͼ盛況さをऔりし

ていく。第 79 調査では、古墳時代後期〜平安時代にか͚ての遺構がଟ検出されている。検出࣍

された遺構には、５世紀中頃〜６世紀の方墳９基、土壙墓８基、６世紀末〜８世紀ॳ಄にか͚て

の୦穴建物 64 ౩、７世紀中頃〜９世紀にか͚ての掘ཱப建物跡 26 ౩なͲがあり、この時期に集

落が大きく発లしたことが分かる。

生産遺跡　山科ຍ地では６世紀末〜７世紀ॳ಄に須恵器ੜ࢈や製鉄が࢝まる。須恵器༼は、ఱஐ

ఱྕߖ付ۙの丘ྕ地に日ϊԬఅ୩須恵器༼跡、ఱஐఱྕߖ付ۙ須恵器༼跡、ڇඌ須恵器༼跡、大

。須恵器༼跡がある৲ࡔ、須恵器༼跡、山東にே日Ҵՙ山須恵器༼跡、大ๆ須恵器༼跡ؠ
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これらの༼跡は、あまり規模は大きくなく、ૢۀ期間も短かったΑうである。このうち日ϊԬఅ

୩須恵器༼跡は、1995 年に須恵器༼１基が調査され、༼体が良に存しており、փ原を中৺と

して７世紀前半〜中頃にଐする須恵器が出土している。༼跡周ลには、ಃ器に由དྷするとΈられ

るʮಃాཬʯ、ʮಃా北ཬʯ、ʮಃా西ཬʯなͲཬ名があり、また中ਉ鎌の山科にあったఛがʮಃ

原Ո（すえはらのやかた）ʯと呼れていたことはされる。製鉄関࿈では後山֊ྕ遺跡、御ྕ

大ؠ町遺跡、۽ϲ୩遺跡があり、御ྕ大ؠ遺跡では７世紀後半のఅ・をඋえたたたら跡が確認

されている。

ݙ考・Ҿ༻文ࢀ

 山ాʮ第ষ　墓地とૹʯh 平安京ఏཁ 　ɦ֯書ళ　1994 年

 下อ明ଞʰ旭山古墳群発掘調査報告　京都市埋ଂ文化財ڀݚ所調査報告書第５ 　ɦ財ஂ๏ਓ京都市埋

 ଂ文化財ڀݚ所　1981 年

 下อ明ʰޣ古墳群発掘調査֓ཁ 　ɦ京都市文化ہޫ؍　財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　1986 年

 ؙٛଞʮ日ϊԬఅ୩須恵器༼跡ʯh 平７年度　京都市埋ଂ文化財発掘調査֓ཁ 　ɦ財ஂ๏ਓ京都市

 埋ଂ文化財ڀݚ所　1997 年

 ؙٛʮ日ϊԬఅ୩༼跡の発掘ʯh リーϑϨοτ京都　/P.88 　ɦ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所

 1996 年

 小ढ़ʮ京都市山科区　中ਉ遺跡　第 89 会社京都平安文化財　2017ݶ発掘調査報告書ʯ　有࣍ 年

 内ాত・ҏ౻ ܿଞʮ中ਉ遺跡 73 調査ʯh࣍ 京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ　ত 53 年度 　ɦ財ஂ๏ਓ京都

 市埋ଂ文化財ڀݚ所　2012 年

 内ాত・高 ਖ਼ཾଞʮ中ਉ遺跡 79 調査ʯh࣍ 京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ　平 11 年度年度 　ɦ財ஂ๏ਓ

 京都市埋ଂ文化財ڀݚ所

 ੁా 　・܆ ७Ұʮ中ਉ遺跡 59 調査ʯh࣍ 中ਉ遺跡調査֓報　ত 59 年度 　ɦ京都市文化1985　ہޫ؍ 年

 高ڮ ܿʮ中ਉे三௩ʯh リーϑϨοτ京都　/P.29 　ɦ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　1991 年

 内ాতʮ中ਉ遺跡の古墳と墓ʯh リーϑϨοτ京都　/P.144 　ɦ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所

 2000 年
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1. 旭山古墳群

2. 北花山窯跡

3. 北花山遺跡

4. 日ノ岡堤谷須恵器窯跡

5. 大岩須恵器窯跡

6. 御陵大岩町遺跡

7. 天智天皇陵付近須恵器窯跡

8. 牛尾須恵器窯跡

9. 安祥寺下寺跡

10. 人康親王山荘跡

11. 朝日稲荷須恵器窯跡

12. 大峰須恵器窯跡

13. 六所神社遺跡

14. 元慶寺跡

15. 四手井城跡

16. 山階寺跡

17. 安朱遺跡

18. 坂尻須恵器窯跡

19. 山科本願寺跡 （寺内町遺跡）

20. 山科本願寺跡及び南殿跡

21. 大塚遺跡

22. 西野山遺跡群

23. 花山神社古墳

24. 元屋敷廃寺

25. 中鳥井古墳

26. 中臣遺跡

27. 中臣十三塚古墳群

28. 大宅廃寺

29. 大宅古墳

30. 向山古墳

31. 大宅廃寺瓦窯跡

32. 堂ノ山遺跡

33. 醍醐古墳群

34. 大日寺跡

35. 勧修寺旧境内

36. 隋心院境内

37. 小野廃寺

38. 本多山古墳群

39. 稲荷山古墳群
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図４　周辺遺跡分布図（1：30,000）
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第ᶙষ　調査Ռ

１　古墳群の֓ཁ（図５）

　旭山古墳群は、山から南に斜するඌࠜ上にܗされた群集墳である。Ҏ前は３基の古墳

にΑる古墳群として周されていたが、1977 〜 78 年に京都市営花山Րの֦ு事にう調査

時（Ҏ下、ʮ前回調査ʯという）に分調査が行Θれ、ैདྷ山古墳群とされていたものもؚΊ

た群集墳をܗしていることが明らかとなった。̖〜̚の５つの支群に大別され、֤支群は４〜

10 基の古墳にΑり構されている。֤支群の位置と構はҎ下の通りである。

Ａ支群　Ҏ前は山古墳群と呼শされていた支群で、ຊ古墳群では斜面࠷上位（ඪ高 196 ̼付ۙ）

に位置する。大型墳１基をؚΉ３基の方墳から構される。東山ড়ԓೲࠎ堂に南ྡし、ຊདྷはあ

と基の古墳があったՄੑもある。

Ｂ支群　南西方にԆͼるඌࠜのඪ高 182 〜 189 ̼付ۙに位置する。分調査から６基の古墳で

構されるとされているが、今回調査ରとならなかった̗−１・２号墳のৄࡉはෆ明である。

今回の調査では大型墳２基をؚΉ３基の方墳と１基の小石室墳を確認している。

Ｃ支群　̗支群から南方の斜面を下ったඪ高 169 〜 177 ̼付ۙに位置する。方墳４基、小石室

墳１基の５ܭ基の古墳にΑり構される。

Ｄ支群　南にԆͼる主ඌࠜのやや斜の؇くなったඪ高 176 〜 180 ̼付ۙに位置する。３基の方

墳と１基の小石室墳の４ܭ基の古墳で構される。

Ｅ支群　南にԆͼる主ඌࠜ上（ඪ高 171 〜 177 ̼付ۙ）にあり、̙支群から 100 ̼南にれた

ຊ古墳群࠷南端に位置する。大型墳１基をؚΉ 10 基の方墳からなる、ຊ古墳群࠷大の規模の支群

である。

２　検出遺構
　今回の調査では、古墳４基と鎌倉時代の土壙１基を検出した。ଞ時期の遺構は、今回の調査で

は検出していない。古墳はްさ 0.05 〜 0.1 ̼でଯ積する表土（২土）直下の地山上面で検出し

ている。古墳４基のうち、３基は方墳（̗−４〜６号墳）、１基は小石室墳（̗−３号墳）である。

土壙は̗−５号墳の周溝内で検出し、周溝が埋するաఔで構築されたものと考えられる。

表１　遺構概要表

時代 遺構 උ考

古墳時代終末期 方墳（̗−４〜６号墳）　小石室墳（̗−３号墳）

鎌倉時代 土壙８ 土壙墓か
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方墳 墳墓 小石室

白抜きは未調査
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図５　旭山古墳群分布図（1：2,500）
（『旭山古墳群発掘調査報告　京都市埋蔵文化財研究所調査報告第５冊』

財団法人京都市埋蔵文化財研究所　1981に加筆）
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（１）古墳

（B）̗−３号墳（図版３・23・24）

位置 調査区北東۱部で検出した。今回検出した古墳の中で、࠷上位に位置する。分調査での

ਪ定位置から８̼北で検出した。B 支群のଞの古墳から北東にれている。

墳丘　෧土はほ΅ྲྀ出しているたΊ、墳丘規模はෆ明である。石室周ғの平面ਫ਼査や断面断ׂり

にΑり周溝の検出を行ったが、明確な周溝のࠟ跡は確認できなかった。このことから、ຊ古墳は

周溝を࣋たない小石室墳のՄੑを考える。

掘方　石室の掘方は、地山直上から掘りࠐまれ、検出 2.8 ̼、෯ 1.7 ̼、奥壁と考えられる北面

では深さ 0.5 ̼をଌる。ݱ状では南側が։ޱしているが、削平をड͚南ݞがফࣦしているՄੑも

ある。

石室　石室内部にੜえるथにΑり全༰の確認がࠔであるが、存 2.2 ̼、෯ 0.65 ̼をଌる。

南面を除き３面に石積が存する。北面では３ஈの石積が存し、南側では１〜２ஈ存する。

北面の基底石にはڸ石と考えられるさ 55 ᶲ、෯ 30 ᶲの൘石が༻いられ、奥壁をҙࣝして構築

したものと考えられる。基底石はख積、２ஈҎ߱はख積と小ޱ積がซ༻される。主に 30 〜

40 ᶲఔ度の石ࡐが༻いられる。床面には 10 ᶲ前後の礫にΑる礫敷がઃ͚られるが、礫のີ度は

い。

遺物　遺物はҰยも出土していない。

小結　෧土はほ΅ྲྀ出しているたΊ墳丘規模はෆ明であり、また周溝も確認できなかった。̘〜

̚支群の調査で検出された小石室墳のՄੑを考える。石室の構築については、̗−４〜６号墳

Αり小ৼりな石ࡐが༻いられ、ख積・小ޱ積がซ༻されていた。石室北面の基底石にはڸ石が

据え付͚られ、奥壁をҙࣝして構築されたものと考えられる。ݱ状では南面の石積は無く։ޱし

ている状況であるが、南側が後世にཚされているՄੑもある。

（̱）̗−４号墳（図版４〜８・25 〜 31）

位置 調査区南東部に位置し、今回調査した古墳のうち࠷もい地に構築される。背後の斜面

上位には̗−５号墳、西ྡには̗−６号墳が位置する。

墳丘　墳丘規模は墳丘南側（前方）を削平されているが、東西方で 8.2 ̼をଌる。前方を除く三

方に周溝を巡らͤるものと考えられる。背後の斜面を削りࠐΈ、周溝は断面̪ࣈ状に深く掘り下

͛る。北周溝中ԝセクションでは、෯ 1.95 ̼、深さ 0.88 ̼をଌる。

　墳丘は石室の構築とฒ行して盛土がなされており、ްさ 0.1 ̼前後の୯位で状にॏͶられてい

る。東半部では、下半が҉փԫ৭࠭ట、上半が৭〜৭࠭టで盛土がなされる。盛土のްさは、

東半の࠷もްいՕ所で 1.3 ̼をଌる。

掘方　掘方は南東方に։ޱするコのࣈ状に掘りۼΊる。地山上面から掘りࠐまれており、北西

〜南東方に斜する地に構築されているたΊ、奥壁右۱付ۙが࠷も深く 0.9 ̼をଌる。

石室　南東方に։ޱした無袖の横穴式石室である。奥壁部分で５ஈ、側壁は玄室部分で２〜３ஈ、
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તಓ部で１〜２ஈ存しており、奥壁部分では床面から 1.3 ̼の高さをଌる。石積の上位が内側に

ഭり出す࣋ちૹりとなる。石室全体の検出は 3.87 ̼で、玄室部はさ 2.3 ̼、෯ 1.05 ̼、તಓ

部は検出 1.57 ̼、෯ 1.05 ̼をଌる。

　基底石は奥壁が２石ઃ置され、小ޱ面横積、ख面ॎ積をซ༻する。側壁はख横積が大半で、

Ұ部खॎ積がซ༻される。基底石ઃ置時に࠲りを良くするたΊ石ࡐの下に土がॆరされている

が、కまりはΏるい。２ஈ、３ஈはख積と小ޱ積がซ༻されるが、玄室部分では奥行きの

ある大きな石ࡐを小ޱ積とする。これにΑり基底石を支えとしてॏ৺が下方にかかるΑうにし、

上位の石積を࣋ちૹりしたࡍに安定するΑうしたものと考えられる。４ஈ、５ஈは小ޱ

積を༻いる。奥壁の４ஈには、玄室෯とほ΅同͡さを࣋つ石ࡐをख積にしており、ڸ石に

したものと考えられる。ఱҪ石のࠟ跡は確認できない。

遺物　遺物は石室内、周溝から出土している。

　石室内からの遺物は須恵器２（杯̜（30）・壺（31））のΈで、Կれも原位置はཹΊていない。

周溝については、古墳北西部の周溝（西周溝北部、北周溝西部）から須恵器杯̜・同蓋・高杯・

ළなͲがまとまって出土している。杯̜・同蓋・高杯は完ܗのものがଟい。北周溝から出土した

ළ（27）は上位に位置する５号墳֎ྻޢ石前から出土したഁยと߹しており、周溝֎側の๏面

からも杯̜・同蓋が出土している状況から、これらは５号墳の前面にݙڙされた土器群が斜面下

の４号墳周溝内に転落したもののՄੑが高い。ଞには、北周溝東部から須恵器甕（29）が出土

した。古墳にう遺物のଞに、石器３（石匙（42）、石鏃（43・44））が西周溝北部から出土した。

小結　墳丘前面は削平をड͚ているが、石室の存状況は今回調査した古墳のうち࠷も良く、玄

室からતಓまでされていた。主体部は無袖の横穴式石室で、石室については玄室に構築された

礫敷、石室の構築状況なͲ、̙−４号墳とྨ似するがଟい。Ұ方、墳丘規模はҰล 8.2 ̼をଌる

ことから大型墳にଐすると考えられるが、前回調査で確認された大型墳である̚−２号墳では両

袖の横穴式石室が構築されており、主体部の構造がҟなる。

　石室内からは須恵器が２出土しているが、Կれも原位置はอっていない。主に北西部の周溝

から須恵器杯̜・同蓋・高杯・壺なͲが出土しているが、ઌにもड़べた出土状況から̗−５号墳

։ޱ部付ۙにݙڙされていた土器群が転落したもののՄੑが高い。

　墳丘や石室の規模から考えて、̗−５号墳とฒんで̗支群の主体となる古墳と考えられる。

（D）B −５号墳（図版９〜 12・32 〜 35）

位置　調査区北西部で検出された。B −３号墳から南西にれ、B −４・６号墳の斜面上位に位

置する。

墳丘　前方を除く三方に周溝が巡るҰล８̼の方墳である。周溝の断面ܗはٯܗをఄし、෯

２̼前後、深さ 0.6 ̼をଌる。

　෧土は、石室上部Ҏ上の高さにはほとんͲ存していない。また、斜面地に造営されているた

Ί南北方でのްΈはҰ定ではない。ݱ存ްは 0.5 〜 0.6 ̼である。築造時、෧土は回に分͚
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て৭おΑͼ৭࠭ట土にΑりܗされ、石室の３ஈ・４ஈのཪࠐΊ土と同時に盛られて

いるのが石室奥壁の掘方付ۙから؍できる。

　また、墳丘左前方（南東側）に３石・右前方（南西側）にڪらく３石、ͦれͧれ֎ྻޢ石とࢥ

Θれる石ྻが検出された。ほ΅Ұ直ઢにฒͼ南側に面をなしているとࢥΘれるが、左前方の３石

の内࠷も左側の石についてはथのࠜのӨڹにΑり、原位置から前方ҠಈしているՄੑが高

い。また、右側のྻ石はࠜの直下であり、全༰を確認することは出དྷなかった。

堀方　掘方の大半は౪掘にΑってഁյされたと考えられ、東西セクションの؍からは確認でき

なかった。たͩし、存部分である奥壁背後の掘方は造営時のものと考えられ、掘りࠐΈ部分

から࠷深部まで 0.7 ̼をଌる。このことから、築造時は地山部分を下部２石分掘り、石ࡐをし

てཪࠐΊ土をೖれた後、石ࡐを積ΉܗをとったものとΈられる。

石室　南東に։ޱした横穴式石室である。石室右側の壁面は奥壁にଓく基底石 1 石をしてফࣦ

しており、奥壁と奥壁からଓく左側壁２石３ஈ分が存していた。存部はগないが̗−６号墳

と似た積Έ方になっているとࢥΘれ、石室内面は平らに調した石ࡐを༻い、基底部分はख積

になっている。２ஈҎ上では、ख積と小ޱ積がซ༻されたものと想定される。石室内にଯ積

していた土にも石ࡐがあまりؚまれていなかったことから、後世にൈきऔられたものと考えられ

る。存は奥壁から 1.2 ̼ほͲͩが、֎ྻޢ石のਖ਼面からਪ定するとおおΑͦ 4.76 ̼の石室があっ

たものとࢥΘれる。

遺物出土状況　石室内からの出土はないが、東周溝から須恵器杯のഁยがগྔ出土している。

小結　今回調査した古墳の中では།Ұ֎ྻޢ石とΈられる石ྻが検出されており、ઌड़の通り֎

石の前方でྻޢ 4 号墳周溝内から見つかったළᰍ部（27）に߹するഁยが出土している。ຊ古

墳群の前回調査にԙいても、̚− 10 号墳でྨ似の֎ྻޢ石が検出され、ͦの前方から須恵器や

ᰍ壺、杯、杯蓋がほ΅完ܗで出土している。これらは墓前ࡇに༻いられたものと考えられて

おり、ͦれをؑΈると̗−４号墳周溝内でまとまって出土した遺物は、この֎ྻޢ石付ۙにݙڙ

されたもののՄੑも考えられる。

　また、旭山古墳群内では、石室の背面側にたる周溝の深さが石室の底面とおおΑͦ同の深

度を࣋つものがଟいが、B − 5 号墳の石室存部の深さが表土からおおΑͦ 1 ̼なのにରし、背

面にたる北周溝は石室存部分の上部 2 石分ఔ度の深さである 0.58 ̼ほͲしかない。原因とし

ては、北周溝の底面すぐに地山のؠ൫の࿐出が認Ίられ、掘削がࠔであったՄੑが考えられる。

（E）̗− 6 号墳（図版 13 〜 16・36 〜 39）

位置　調査区南西で検出された。̗−５号墳Αりやや南西Αりの斜面を下った所に位置してお

り、̗−４号墳のすぐ西側に所在する。

墳丘　古墳の南半分（前方）は削平されফࣦしている。平面ܗは北周溝がؙΈをଳͼるが、Ұล 4.6

〜 4.7 ̼前後の方墳であると想定される。

　前方を除く三方に周溝が巡るとࢥΘれるが、北東֯にはؠ൫の࿐出が見られる。掘削がしかっ
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たҝか、このؠ൫付ۙはઙく掘りۼΊられるఔ度にとͲまっている。周溝の断面ܗは6ܗࣈをఄし、

底面はؙΈをଳͼる。たͩし、B −６号墳の東西セクションでは西側はथのࠜが、東側は後世

の削平をड͚、ͦれͧれ明ྎなܗを見ることが出དྷなかった。

　෧土は、石室࠷上部Ҏ上の高さには存していない。石室の積Έ上͛と墳丘の造をฒ行して

行ったものとΈられ、石ࡐ背面とରԠする༷に地山上に৭おΑͼ৭土が３〜４で積Έ上

͛られている。ݱ存ްは࠷もްい部分で 0.6 ̼前後、石室東側が࠷もബく 0.4 ̼である。

掘方　南東に։ޱしたコܗࣈをఄす。北西から南東にか͚て؇やかに落ちていくچ地ܗのӨڹを

ड͚奥壁部分が࠷も深くなっており、0.44 ̼をଌる。

石室　南東に։ޱした横穴式石室である。南半は削平にΑり存していないが、奥壁と付ۙの側

壁部分は存状ଶが良で基底部から 4 ஈ分検出された。

　奥壁と側壁では石ࡐの積Έ方・大きさがҟなり、奥壁では基底部東側に෯ 50 〜 60 ᶲ・奥行

 25 〜 30 ᶲのຊ石室で࠷も大きな石ࡐがΘれており、ڸ石をҙࣝして置されたものと考え

られる。また、基底部から 3 ஈの石ࡐは࠷も奥行きがく、50 ᶲほͲの石ࡐが積まれている。

側壁の 3 ஈҎ上では奥行 20 〜 30 ᶲの奥壁に比べて小Ϳりな石ࡐをख積と小ޱ積をซ༻し構

している。

　石室内面は平らにえられ、内෯は 0.85 ̼をଌる。基ຊతには基底部と 2 ஈまでは 40 ᶲ〜

50 ᶲほͲの石ࡐをख積にし、3 ஈҎ上ではख積と小ޱ積をซ༻している。

石室内床面はしまりのある৭࠭ట土にΑり構され、ްさは 6 〜 8 ᶲをଌる。

遺物出土状況　石室内からの遺物の出土はないが、周溝から須恵器壺・甕が出土している。東周

溝北端のؠ൫が࿐出する付ۙから、甕が出土した。ଞに北周溝の西半から、奈良時代の壺̖が出

土している。

小結　石室内から遺物の出土はないが、石室の構築状況からଞの̗−４・５号墳とほ΅同時期

に構築されたものと考えられる。また、̗−５号墳の周溝と同͡く、東周溝北端部にؠ൫の࿐出

が認Ίられ、ͦの前後で周溝の掘削を中ࢭしたものと考えられる。

（２）古墳Ҏ֎の遺構

（̰）土壙８（図版 17・40）

　̗−５号墳北西֯の周溝内で検出した土壙である。周溝埋土を底面まで掘り下͛たஈ֊で検出

したが、セクション断面の؍から周溝中位から掘りࠐまれていることを確認した。斜面上位か

らྲྀれࠐんͩ土にΑり周溝が半まで埋したஈ֊で掘りࠐまれたものと考えられる。平面ܗは

ෆਖ਼方ܗをఄし、さ 1.62 ̼、෯ 1.21 ̼、掘りࠐΈ位置からの深さ 0.56 ̼をଌる。底面はؙΈを

ଳͼる。埋土は৭࠭టである。完ܗの土師器ࡼや短刀とࢥΘれる鉄製品が出土していることから、

土壙墓のՄੑを考える。出土した土師器は６̖〜̗ஈ֊にଐする。
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３　出土遺物
（１）遺物の֓ཁ

　今回の調査では、コンςφ６ശの遺物が出土した。出土遺物の大半は、７世紀第３࢛半期にଐ

する須恵器で古墳にうものである。ͦのଞ、ೄ文時代の石器、奈良時代の須恵器甕、平安時代

の土師器ย、鎌倉時代の土師器・ۚଐ製品なͲが出土している。出土位置については、౪掘や

ཚのཧ由から原位置をอっていないものが大半で、大部分は֤古墳周溝Αり出土している。

（２）出土遺物

（B）古墳にう遺物

̗−４号墳（図版 19）

周溝内　

　遺物は全て須恵器である。杯̜・同蓋・杯̝蓋・高杯・ළ・甕が出土した。

　１〜９は杯 G 蓋である。全て周溝北西֯で出土している。ఱҪ部にๅचπϚϛ、ޱԑ部内面に

かえりが付く。ܘޱ 10 ᶲ前後、器高３ᶲ前後のものが主体である。９はଞに比べて大きく、ܘޱ

14.4 ᶲ、器高 4.3 ᶲをଌる。かえりはさにらつきはあるものの、全てޱԑ端部Αり下方ಥ出

している。ܗ状は２種ྨに分͚られ、ఱҪ部からޱԑまで؇やかに落ちていくፏ平な印をड͚

るもの（１〜５）と、ఱҪ部は平ୱにܗされޱԑ部は؇やかに۶ۂするもの（６〜９）が存在する。

いずれもπϚϛとͦの直下部分にはష付時のφσ調がΈられる。ఱҪ部֎面は回転ϔϥέズリ、

・す。土は主に石やνϟーτがؚまれ、２ࢪԑ内֎おΑͼఱҪ部内面はϩクϩφσでの調をޱ

６〜９には石ӳもؚまれる。土の৭調は֎面ではいずれもփ৭やփന৭であり大きなҧいはΈ

られないが、内面を؍すると੨Έをଳͼたփ৭をఄするもの（２〜４・７）とփ৭または҉փ

৭をఄするもの（１・５・６・８・９）が存在する。

　10 〜 19 は杯 G である。16 は底部のΈ存している。ܘޱは 9.3 〜 10.5 ᶲ、器高は 3.1 〜 4.3 ᶲ。

表２　遺物概要表

時代 内༰ コンςφ A ϥンク B ϥンク


C ϥンク
ശ

ೄ文 石製品 石鏃２、石匙１

古墳〜ඈௗ 須恵器、土師器 杯 G14 、杯 G 蓋７、高ᆀ７、
壺４、甕２、土師器２

奈良 須恵器 短ᰍ壺１

平安 土師器 土師器ย１

鎌倉 ۚଐ製品、土師器 刀１ࢠ、土師器２

ܭ߹ ７ശ 44 （６ശ） ̌ １ശ

ˎコンςφശは、ཧஈ֊で１ശ૿Ճした。
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状は大きく２つに分͚られる。10・11・19ܗ は底部は平ୱで、体部・ޱԑ部は֎上方にのͼる。また、

ԑが؇やかに֎し、端部をؙくおさΊる。底面はϔϥりであるが、ͦの後ະ調。全体にޱ

ϩクϩφσでの調がࢪされる。12 〜 15・17・18 は、底部が平ୱで、体部とのڥはएׯ内した

後ややくのࣈにཱち上がる。体部・ޱԑ部は֎上方ほ΅直ઢతにのͼ、ޱԑ端部がやや֎する。

底面はいずれもϔϥりでͦの後ະ調。体部と底部のڥはϔϥέズリがࢪされ、ଞはϩクϩφ

σでの調がࢪされる。土は前者（10・11・19）がやや੨Έをଳͼたփ৭またはփന৭をఄす

るのにରし、後者（12 〜 15・17・18）がփ৭またはփന৭をఄする。

　20 は杯 ) 蓋。ܘޱは 10.6 ᶲ、器高は 3.6。ఱҪ部とޱԑ部のڥはෆ明ྎでޱԑ端部はؙΈをଳͼ、

内側ංްする。ఱҪ部はϔϥりのままະ調で、ଞは内֎面ともにϩクϩφσでの調をࢪす。

土は石、νϟーτをؚΈԫփ৭をఄする。

　21 〜 26 は高杯である。21 は無蓋高杯、22・24 〜 26 は٭の有蓋高杯である。23 は٭部の

Έである。21 はܘޱ 9.1 ᶲ、底ܘ 6.6 ᶲ、器高 5.9 ᶲと小型の高杯である。く֎方ுった٭を

ԑはやや֎しながら上方ཱち上がる。杯底部はϔϥޱ・ち、端部はؙくおさΊる。杯体部࣋

έズリにΑり調され、ଞは全体にϩクϩφσでの調がࢪされている。杯部と٭部の߹部に

はష付時のφσがり、杯部・٭部内壁にはࣗવᬵが付ணしている。22 は杯底部と杯部からଓく

。されている書きが３か所にܩ部にೋஈಁかしはないが、ಁかしをೖれるたΊの٭。部である٭

全体にຎ໓がܹしく調はෆ明。٭部中ఔに２、٭部と部のڥに１ઢがࢪされる。土

はଞの高杯Αりもややೈ࣭で、փന৭をఄす。23 は高杯の部である。底ܘ 10.0 ᶲである。ম

があまく、ߋにຎ໓がܹしいたΊ表面調はෆ明ྎである。土はԫփ৭をఄする。24 はܘޱ

12.3 ᶲ、器高 14.9 ᶲ、底ܘ 12.6 ᶲである。杯部はઙくፏ平で、たちあがりはく内し؇やかに

のͼる。ड͚部はほ΅垂直にܗされ、端部はؙくおさΊる。٭部は杯部からまでϥού状に

、がり、端部は上方にಥ出している。杯底部から体部にか͚てはϔϥέズリにΑり調され

ͦのଞはϩクϩφσがࢪされる。٭部に方ܗのೋஈಁかしがର֯ઢ上に 2 か所にೖっており、

に１ઢがΈられる。土は石・石ӳ・νϟーτをؚΈփڥ部と部の٭、部中ఔに２٭

৭をఄする。25 はܘޱ 12.7 ᶲ、器高 16.3 ᶲ、底ܘ 13.4 ᶲである。24 とほ΅同͡ܗ状・調となっ

ているが、٭端部はಥ出しない。土は石・石ӳ・νϟーτをؚΈփന৭をఄし、ややೈ࣭で

ある。26 はܘޱ 12.3 ᶲ、器高 18.4 ᶲ、底ܘ 15.8 ᶲである。杯部は 24・25 と比して体部は֎上方

にཱち上がる。ड͚部は֎方։きڱい平ୱ面をܗして、たちあがりはく内する。٭部は

24・25 同༷ϥού状にがり端部は上下ಥ出する。全体తにϩクϩφσでの調がなされ、

部には٭ 24・25 同༷２ஈಁかしとઢを࣋つ。փ৭の石・石ӳ・νϟーτをؚΉ土が༻さ

れている。なお、24・25 の土は੨Έをଳͼたփ৭であり、26 はനΈがڧいփ৭をఄす。

　27 はළのޱԑ部である。B − 5 号墳֎ྻޢ石前Αり出土したഁยと߹した。ܘޱ 4.4 ᶲ、

存器高は 5.2 ᶲ。全体にϩクϩφσで上͛られており、ޱԑ端部はؙくおさΊられている。ᰍ部

の上位にઢが２ࢪされている。

　28 は壺のޱԑ部である。ܘޱ 7.9 ᶲ。ᰍ部から直ઢతにやや֎方ཱち上がる。中ఔからやや
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上位に２のઢがೖる。ϩクϩφσでの調がされている。土は石・νϟーτ・ࠇ৭ཻ

。をؚΈ、փന৭をఄするࢠ

　29 は甕である。ܘޱ 21.4 ᶲ、器高 40.2 ᶲ、体部の࠷大ܘは 46.4 ᶲ。北周溝東部から出土した。

体部はٿ体にۙく、࠷大ܘは中৺Αり上位にある。ޱԑは大きくʰくʱのࣈに۶ۂし短い。体部

֎面はλλΩの後ΧΩϝでの調を行っている。内面にはて۩ࠟがる。全体にࣗવᬵの付ண

とম時にۙྡにあったとࢥΘれる須恵器のഁยが付ணしている。土はփന৭をఄし、石・

νϟーτ・石ӳをؚΉ。

　これらの遺物は、杯 G・同蓋・無蓋高杯・壺・ළは 5,217 型式にซ行すると考える。ඈௗ編年では、

杯 G 蓋のかえりがޱԑ端部Αり下位にಥ出するなͲඈௗᶗ式の特徴がΈられるが、ܘޱは 10 ᶲ前

後が主体というඈௗᶘ式తなཁૉがΈられる。有蓋高杯はこれらΑり古い 5,209 型式ซ行にΈら

れるが、土器群に時期ࠩがあるというΑり古い特徴を࣋つ有蓋高杯をબ別して࣋ちࠐんͩものと

考える。

石室内（図版 19）

　杯 G（30）は床面直上、壺（31）は石室埋土上位から出土した。

　30 はܘޱ 10.3 ᶲ、器高 3.4 ᶲである。底部が平ୱで体部とのڥはएׯ内した後、ややくのࣈ

にཱち上がる。体部・ޱԑ部は֎上方ほ΅直ઢతにのͼ、周溝内出土の杯 G Αりもޱԑ端部の

֎がڧい。底部はϔϥりでͦの後の調はࢪされていない。体部と底部のڥはϔϥέズリが

。される。土はփന৭をఄし、石・νϟーτをؚΉࢪされ、ଞはϩクϩφσでの調がࢪ

　31 は壺体部ยである。体部はややፏ平なପԁܗをఄし、ܘ 14.0 ᶲをଌる。֎面は࠷もுった部

分Αり上部がϩクϩφσ、下部がϔϥέズリで調される。内面は全てϩクϩφσで調をࢪす。

上部にԁ൫ด࠹のࠟ跡がΈられる。土はփ৭をఄし、মは良である。

　これらは、5,217 型式にซ行し、ඈௗᶘ式に比定されると考えられる。

̗−５号墳（図版 19）

　32 は無蓋高杯である。֎ྻޢ石（東）前面のଯ積土から出土した。ܘޱ 10.5 ᶲ、器高 8.4 ᶲと

小型。杯底部と体部のڥは明ྎなྏを࣋って۶ۂし、体部・ޱԑ部はほ΅直ઢతに֎方のͼる。

ຯに大きく֎方にؾ部は内٭。すࢪにͦれͧれ１のઢをڥԑ部のޱ・部の直上、体部ۂ۶

、される。全体にϩクϩφσで調されࢪがり、ほ΅中ԝに２、部に１ͦれͧれにઢが

端部が上下にಥ出している。٭部にࣗવᬵが付ணしている。土はԫփ৭をఄし、石・νϟー

τ・ࠇ৭ཻࢠをؚΉ。

　5,217 型式にซ行し、ඈௗᶘ式に比定すると考える。
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̗−６号墳（図版 19）

　33 は須恵器の甕である。ܘޱ 15.8 ᶲ、器高 40.4 ᶲ。体部はٿ体にۙく、࠷大ܘは中৺Αりやや

上位にある。ᰍ部はくのࣈに۶ۂし、ޱԑ部はやや֎方ほ΅直ઢతにཱち上がる。ᰍ部には２

のઢがࢪされる。内面にはて۩ࠟがっており、֎面は体部がλλΩの後ΧΩϝ、ᰍ部付

ۙがλλΩ、ޱԑ部がϩクϩφσにΑり調されている。ޱԑおΑͼᰍ部、体部上位の内֎面に

ࣗવᬵが付ணしている。体部上方にԁුܗ文が３か所存している。ഁยがܽଛしている部分も

ؚΊ、࣮ࡍには 5 か所にあったのではないかと考えられる。土はփ৭をఄし、石・νϟーτ・

。をؚΉࢠ৭ཻࠇ

（C）ͦのଞの遺物

ೄ文時代（図版 20）

̗−４号墳周溝内

　ೄ文時代の石器が３出土している。

　41 は石匙、42・43 は共に無ܪ石鏃である。いずれもサψΧΠτ製とΈられる。遺構にうもの

ではなく、周溝にྲྀれࠐんͩ土にࠞ͡っていたものと考えられる。ྨ似の石鏃は C 〜 E 支群から

も出土している。

奈良時代（図版 20）

６号墳北周溝内

　41 は壺 A である。ޱԑ部〜体部ยと底部ยは直߹しないが同Ұݸ体と考えられる。ܘޱ

11.9 ᶲ、高ܘ 15.8 ᶲ、෮ݩ高 24.0 ᶲ。体部֎面上位おΑͼ底部内面にࣗવᬵがֻかる。底部は

中৺に͚て下がり、底部の端に֎にுる方ܗの高をషり付͚る。高地面は、φσにΑり

して短くཱち上がۂԑ部は上方に۶ޱ。は体部上位に位置するܘ大࠷、ち࣋Ή。体部はؙΈをۼ

る。底部内֎面・体部内面はϩクϩφσ、体部֎面は回転ϔϥέズリ、ޱԑ部はϩクϩφσをࢪす。

土はփന৭をఄし、মは良である。

平安時代（図版 20）

　34 は土師器̖ࡼである。小ยのたΊܘޱは෮ݩできなかった。てのࣈ状をఄし、４̖ஈ֊にଐ

すると考えられる。５号墳北西۱部周溝内から出土。35 はළޱࢠԑ部である。ܘޱ 4.3 ᶲ。ޱԑ

部は֎し、端部は上下にۇかにංްする。土はփന৭をఄし、মはあまい。４号墳東周溝

内から出土。

鎌倉時代（図版 20）

土壙８

　土師器（36・37）と鉄製品（38）が出土した。土師器は̣ࡼである。36 がܘޱ 9.0 ᶲ、器高 1.7 ᶲ、
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37 がܘޱ 9.3 ᶲ、器高 1.6 ᶲ。底部はほ΅平ୱでޱԑ部は֎上方にཱち上がる。ޱԑ端部はややઑ

りؾຯにؙくおさΊる。いずれも６̖〜̗ஈ֊にଐする。鉄製品は短刀と考えられる。ઌおΑ

ͼܪの端部がফࣦする。存 30.9 ᶲ、෯ 4.1 ᶲ、刀のさは 24.1 ᶲ。刀のҰ部には࣭が

付ணしており、ৌのҰ部と考えられる。ܪには４ܘᶱのఝ穴がある。

B −６号墳周溝

　土師器̣ࡼが出土した。39 はܘޱ 8.6 ᶲ、器高 1.6 ᶲ、40 はܘޱ 9.0 ᶲ、器高 1.5 ᶲ。40 は底部

がややΉ。いずれも６̖〜̗ஈ֊にଐする。
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番号 器種 器ܗ 地区 出土遺構
墳丘

出土遺構
ࡉৄ （ᶲ）ܘ器高（ᶲ）底（ᶲ）ܘޱ ް（ᶲ） ৭調 උ考

1 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝壁面 10.0 2.8 /5�0 փ

2 須恵器 蓋 4 号墳　 西周溝 10.2 2.9 2.5:6�1 ԫփ

3 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝 10.4 3.2 /6�0 փ

4 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝 10.8 2.3ņ /6�0 փ

5 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝 10.9 3.5 /6�0 փ

6 須恵器 蓋 4 号墳　 西周溝 9.7 2.8 2.5:6�1 ԫփ

7 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝壁面 10.7 3.3 /5�0 փ

8 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝壁面 11.0 3.2 /5�0 փ

9 須恵器 蓋 4 号墳 西周溝 14.4 4.3 /5�0 փ

10 須恵器 杯 G 4 号墳 北周溝西半
西周溝 9.3 4.3 4.6 5:6�1 փ

11 須恵器 杯 G 4 号墳 北周溝 9.3 （3.1） /6�0 փ

12 須恵器 杯 G 4 号墳 西周溝壁面 9.4 3.2 5.7 /7�0 փന

13 須恵器 杯 G 4 号墳 西周溝 9.5 3.5 5.3 5:6�1 փ

14 須恵器 杯 G 4 号墳　 西周溝
北周溝西半 9.6 3.6 5.5 10:37�1 փന

15 須恵器 杯 G 4 号墳 西周溝 9.7 3.6 5.3 5:6�1 փ

16 須恵器 杯 G 4 号墳 北周溝 （1.6） 5.2 /6�0 փ

17 須恵器 杯 G 4 号墳　 西周溝壁面 9.9 3.1 5.9 10:37�1 փന

18 須恵器 杯 G 4 号墳 西周溝 9.9 3.2 6.0 /5�0 փ

19 須恵器 杯 G 4 号墳　 北周溝 10.5 3.3 /6�0 փ

20 須恵器 杯 ) 蓋 4 号墳 北周溝 10.6 3.6 2.5:6�1 ԫփ

21 須恵器 高杯 4 号墳 北周溝 9.1 5.9 6.6 /7�0 փന

22 須恵器 高杯 4 号墳 西周溝 （11.9） 2.5:7�1 փന

23 須恵器 高杯（٭部） 4 号墳 北周溝 （2.2） 10.0 2.5:7�2 փԫ

24 須恵器 高杯 4 号墳 北周溝 12.3 14.9 12.6 /5�0 փ

25 須恵器 高杯 %4 4 号墳　 北周溝 12.7 16.3 13.4 /7�0 փന

26 須恵器 高杯 4 号墳　 北周溝 12.3 18.4 15.8 5:6�1 փ

27 須恵器 壺 4 号墳 北周溝 4.4 （5.1） /7�0 փന

28 須恵器 壺 4 号墳　 西周溝 7.9 （3.5） 10:37�1 փന

29 須恵器 甕 4 号墳 北周溝東半 21.4 40.2 2.5:�1 փന ܘもுり出した部分は直࠷ 46.4 ᶲ
（直ܘ 145.7 ᶲ）

30 須恵器 杯 G 4 号墳　 石室礫敷内 10.3 3.4 4.8 10:37�1 փന

31 須恵器 壺（体部） E5 4 号墳 石室埋土 （6.0） /6�0 փ

32 須恵器 高杯 5 号墳 石（東）前面ྻޢ֎ 10.5 8.4 7.9 2.5:5�1 ԫփ

33 須恵器 甕 E3'3 6 号墳 東周溝北部 15.8 40.4 10:36�1 փ

34 土師器 ࡼ A 5 号墳 北西部周溝 （1.4） 7.5:37�8 ԫᒵ

35 須恵器 壺 E-56 4 号墳 東周溝 4.3 （3.3） 2.5:7�2 փԫ

36 土師器 ࡼ / 土壙８ 9.0 1.7 7.5:37�4 にͿいᒵ

37 土師器 ࡼ / 土壙 8 9.3 1.6 7.5:37�4 にͿいᒵ

38 鉄製品 鉄刀 土壙 8 ॎ 4.1 横（30.9） 2.1 刀部分　ॎ 2.6 ᶲ、ް 0.6 ᶲ

39 土師器 ࡼ / '2'3 6 号墳 北周溝 8.6 1.6 10:37�3 にͿいԫᒵ

40 土師器 ࡼ / '3 6 号墳 東周溝 9.0 1.5 10:37�3 にͿいԫᒵ

41 須恵器 壺 A '3 6 号墳 北周溝 11.9 （24.0） 15.8 /7�0 փന

42 石製品 石匙 E4 4 号墳 北西部周溝  4.9 ෯ 2.3 0.9 ॏさ　8.8H

43 石製品 石鏃 4 号墳 北西部周溝  1.9 ෯ 1.6 0.3 ॏさ　0.7H

44 石製品 石鏃 E4 4 号墳 北西部周溝  2.2 ෯ 1.9 4.0 ॏさ　1.1H

表３　出土遺物観察表
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第ᶚষ　まとΊ

１．古墳群の概観（図版18）　

　ઌड़の通り、旭山古墳群は̖〜̚の５つの支群に大別され、֤支群は４〜10基の古墳で構され

ている。前回・今回調査にΑりݱ在確認されている28基の古墳のうち21基を調査し、Ұ部ະ調査

の古墳はあるが（̗−１・２号墳、̘−１・２号墳）、̖支群を除く支群で調査が࣮ࢪされたこと

になる。Ҏ下に、前回・今回の調査でಘられたՌにΑり、̗〜̚支群の֓؍をまとΊる。

Ｂ支群　支群内６基の古墳のうち、４基の調査を࣮ࢪした。調査した４基の古墳のうち３基（̗−

４〜６号墳）は方墳、１基（̗−３号墳）は周溝を࣋たない小石室墳であった。方墳のうち̗−４・

５号墳がҰล８̼の大型墳、̗−６号墳がҰล５̼の小型墳である。大型墳と小型墳の２種ྨ

が存在することはଞの支群と同༷であるが、ଞが大型墳１基であるのにରし、̗支群は大型墳がۙ

い位置に２基存在している。̗−４・６号墳は東西にฒんで位置し、̗−５号墳は斜面上位で２基

の中間に位置する。石室の࣠ઢは３基とも北西−南東方にৼれるが、̗−５・６号墳はほ΅同֯

度であり、̗−４号墳はͦの２基Αりやや東にৼれる。Ұ方̗−３号墳は、ͦの３基から北東に

れて位置し、石室の࣠ઢも南北方にۙいものとなる。今回調査した古墳については、̗−４号

墳・̗−５・６号墳、̗−３号墳の３つの小支群に区分できると考えられるが、調査ൣғ֎の古墳

（̗−１・２号墳）についてはৄࡉがෆ明であり、̗支群全体での小支群のઃ定については今後の

՝である。　

Ｃ支群　大型墳１基をؚΉ５基の方墳から構される。ͦのうち、前回は̘−３〜５号墳が調査さ

れた。̘−３・５号墳はҰล６̼前後の規模を࣋つ方墳で、主体部は無袖の横穴式石室である。̘

−４号墳は෧土・石室が全てࣦΘれているが、周溝のҰ部と石室の掘方が確認されている。ະ調査

である̘−１号墳は、東西９̼・南北9.5̼をଌる大型墳で、主体部は南東に։ޱする両袖の横

穴式石室と想定されている。石室の࣠ઢは、ະ調査の古墳もؚΊていずれも北西−南東方にৼれ

るが、֯度はややらつきがΈられる。̘−１・５号墳と̘−２・３・４号墳の２つの小支群が想

定されている。

Ｄ支群　３基の方墳（̙−１・３・４号墳）と１基の小石室墳（̙−２号墳）の４ܭ基の古墳で構

されている。̙−１号墳はҰล４̼前後のෆܗな方ܗをఄするが、石室ٴͼ石ࡐのൈऔ跡もな

く、平安時代の墳墓のՄੑもࢦఠされている。̙−２号墳は෧土がྲྀ出しているたΊ規模はෆ明

であるが、̙−３・４号墳はҰล５〜７̼の規模を࣋つ。̙−３・４号墳の主体部は無袖の横穴式

石室であり、̙−４号墳の玄室には礫敷にΑる床面が構築されていた。石室の࣠ઢ方は北西−南

東方にৼれるが、̙−３号墳はଞΑり東にৼれる。̙−１・２号墳と̙−３・４号墳の２つの小

支群に区分される。

Ｅ支群　大型墳１基をؚΉ10基の方墳からなる。ଞの支群のഒほͲの古墳にΑり構され、このこ

とから、̚支群はଞの支群と比べて૬ରతな༏位をࣔしていると想定される。̚−２号墳はҰล９

̼の規模を࣋つ大型墳で、主体部は両袖式の横穴式石室である。ଞは、̚−１・４・５・７・９・
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10号墳が６̼前後の墳丘規模の方墳で主体部は無袖式の横穴式石室、̚−３・６・８号墳は小石

室墳である。石室の࣠ઢ方は、̚ −１〜４が北西−南東方、̚ −５〜10号墳はほ΅南北方と

なっている。

　֤古墳の地からΈて、̚−１〜３号墳、̚−４〜６号墳・4,−１、̚−７・８号墳、̚−９・

10号墳の４つの小支群に区分される。

２．古墳の構築方法

　方墳である̗−４〜６号墳の構築方๏はҎ下のखॱである。

ᶃ周溝、掘方の掘削を行う。周溝は前方を除く三方に巡る。周溝、掘方共に深く掘りࠐまれており、

周溝は̗−４・５号墳が෯２̼前後で深さ0.5〜1.0̼、̗−６号墳が෯1.5̼前後で深さ0.4〜0.9̼

をଌる。ຊ調査地から南東4.5LNれたޣ古墳群でも、周溝は前方を除く三方に巡らͤている

が、ຊ古墳群ほͲ深く掘りࠐまれていない。前方を除く三方に深く巡る周溝は、ຊ古墳群の特徴と

いえる。̗−４・６号墳周溝の断面ܗは̪５−̗、ࣈ号墳はೋஈ落ちをఄする。

ᶄ石室基底石の据付とཪࠐΊ土をॆరする。基底石を据付時には床面を掘りࠐΈ、࠲りを良くする

たΊ基底石の下には土をॆరする。基底石の据付はख横置きが中৺であるが、奥壁ではڸ石とし

て൘石をॎ置きとするものもある。

ᶅ石室２ஈの積Έ上͛と෧土の盛り上͛を行う。２ஈ、３ஈは小ޱ積とख積がซ༻され、

奥行きのある石ࡐを小ޱ積することにΑりॏ৺を下に͚石室の่յをぐがなされている。

̗−５号墳では、前方に֎ྻޢ石をઃ͚る。

ᶆҎ下、石ࡐの積Έ上͛と෧土の盛り上͛をฒ行して行う。石室４ஈ・５ஈは小ޱ積で行う。

ᶇ床面のඋ。̗−４号墳は玄室とતಓのڥに石ྻをઃ͚、玄室床面に礫敷をࢪす。

　また、小石室である̗−３号墳については、Ҏ下のखॱである。

ᶃ石室掘方の掘削。

ᶄ石室の構築。北面は෯の൘石をઃ置し、ڸ石をҙࣝしたものと考えられる。基底石は小ޱ積と

ख積をซ༻し、２ஈҎ߱は小ޱ積で行う。

ᶅ礫敷をࢪし、床面をඋする。

ᶆ石室構築後、なͲを石室内に安置し、石室内に埋土をॆరし上位に෧土を盛り上͛る。

３．石室について（図６）

　方墳の主体部は、いずれも横穴式石室である。後世の౪掘やཚにΑり石室の構造が分かるもの

は̗−４号墳のΈであり、̗−４号墳は無袖の横穴式石室であった。

　石室の規模について、後世のൈऔやཚにΑり全体が分かるものはないが、石室の෯については

大型墳である̗−４・５号墳では1.05̼、小型墳である̗−６号墳は0.85̼、小石室である̗−３

号墳は0.65̼をଌる。これらは既往調査で確認された̘〜̚支群での石室෯と֓Ͷ同͡であり、石

室構築にあたりҰ定の規格が存在したものと考えられる。
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図６　石室プラン比較図（１：50）
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　石ࡐの積Έ方については、̗−５・６号墳が内面を平ୱにえ、֤ஈの上面のஈࠩがগなく、

地にܺ間が出ないΑう積まれているのにରし、̗−４号墳は内面や֤ஈの上面がෆଗいなՕ所が

ଟく、地のܺ間もΈられる。また、̗−４号墳の玄室は礫敷にΑり床面が構築されている。これ

らのࠩҟは石室の構築時期やඃ者の֊のҧいなͲが考えられΑうが、石室内からの出土遺物

がほ΅無く比ֱがࠔである。

　いずれの石室にもఱҪ石は無く、ࠟ跡も確認できなかった。これは̘〜̚支群調査でのՌと同

༷であり、൘ࡐでఱҪを構築したか、もしくはఱҪを構築ͤずを安置した後に埋土をॆరした

Մੑがࢦఠされている。

　石室に༻いられた石ࡐについては、؍؟では同࣭͡ࡐのものが༻いられている。༻いられた

、を行い、比ֱରとして؍にΑるڸඍݦをภޫࡐ石の種ྨをؑ定するたΊ、５号墳石室の石ؠ

地山に࿐出するؠ石の؍も行った。分ੳ݁Ռのৄࡉはෟষに記しているが、５号墳石室の石ࡐが

৭ؠ（玄ڽ࣭ؠփؠ༹ࡅഁࣗ・ؠ（ϋΠΞϩクϥスλΠτ））、地山のؠ石が৭ؠ（玄ؠ・

玄ڽ࣭ؠփؠ）との݁Ռが出ている。この分ੳ݁Ռから、石室に༻いられた石ࡐは、古墳ۙลの

。まれたものと考えられるࠐち࣋掘から࠾

４．出土遺物

　古墳にう遺物は須恵器のΈ出土した。石室内で原位置をอつものは無く、まとまりをもって出

土したものは̗−４号墳北西部周溝から出土した土器群（１〜29）である。ઌड़の通り、̗−５号

墳֎ྻޢ石前から出土したഁยがළޱԑ部（27）に߹したことや、周溝֎側の๏面から遺物の出

土がΈられたことから、この土器群は̗−５号墳։ޱ部付ۙでの墓前ࡇにいݙڙされたもの

が転落したもののՄੑが高いと考える。土器の内༰は、杯̜・同蓋が中৺で高杯・壺・ළなͲが

ؚまれている。杯にはにたちあがりが付く杯̝は出土しておらず、（20）はଞの杯のܗ状と明

らかにҟなることから杯̝蓋としたが、杯としてར༻されたՄੑも考えられる。杯̜・同蓋に

関しては5,217型式にあてられ、蓋のかえりが全てޱԑ部Αり下位にಥ出するなͲඈௗᶗ式తな

ཁૉがΈられる。しかし、ܘޱについては蓋が10ᶲ前後、杯が9.5ᶲ前後のݸ体が中৺であり、

分からは小型化するඈௗᶘ式に比定されると考える。高杯は有蓋・無蓋共にあり、有蓋高杯ܘޱ

がଟい。有蓋高杯は、杯部にたちあがりを࣋ち٭ப部の２か所に方ܗೋஈಁかしをࢪすという、共

する杯̜と比べて古いஈ֊である5,209型式の特徴が認Ίられる。これらはݙڙされた時期ࠩ

があるというΑりも、墓前ࡇに༻いる土器を集Ίるࡍに古い時期の特徴を࣋つ高杯をબ別して

んͩものではないかと考えられる。土器群の所ଐ時期については、杯̜・同蓋がඈௗᶘ式にࠐち࣋

比定されることから、７世紀第３࢛半期と考えられる。ఱஐఱྕߖ付ۙでૢۀされる日ϊԬఅ୩須

恵器༼跡から出土した須恵器と比較すると、杯Ｇ・同蓋に今回出土した遺物と同様の特徴が認め

られ、この窯跡もしくは周辺で生産された土器が持ち込まれたものと考えられる（１）。

　既往調査で出土した遺物と比較すると、Ｅ－９号墳から出土した杯Ｇ蓋はかえりが口縁端部よ

り下に突出するものは無く、今回出土した土器群と比べ新しい要素を持っている。しかし、他の遺
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物との比較では時期差を認めることはできず、Ｂ支群の造営はＣ～Ｅ支群と同時期であると考え

られ、古墳群全体の造営は比較的短期間で行われたものと考えられる。

　また、Ｂ－６号墳周溝から奈良時代の壺Ａが出土した。Ｅ－２号墳では石室内床面上から奈良時

代の土器が出土したことから奈良時代に石室が再利用されたことが確認されている。あくまで想

像に過ぎないが、今回出土した壺Ａについても、Ｅ－２号墳の再利用と近い時期にＢ支群いずれか

の古墳を再利用して葬送が行なわれた際に用いられたものの可能性も考えられよう。調査区外に

古代の墳墓などが存在した可能性もあるため、石室などの再利用の可能性を指摘するに止める。

５．古墳の被葬者について

　被葬者については、山科盆地を眼下に望む尾根上に本古墳群は造営されていることから、山科盆

地に拠点を置いて活動していた集団ではないかと想定される。山科盆地の南西部には中臣遺跡が

あり、古墳時代後期～奈良時代にかけて遺跡範囲のほぼ全域で竪穴建物が検出され、古墳時代終末

期（飛鳥時代）～奈良時代には複数の掘立柱建物跡が検出されるなど、旭山古墳群が造営される前

後の時期は遺跡全体が大きな盛期を迎えていたと考えられる。遺跡内での墓地利用については、弥

生時代に方形周溝墓、古墳時代に入り５世紀に小型低方墳、６世紀に木棺墓、７世紀前半には木棺

墓とともに横穴式石室を主体部とする中臣十三塚古墳群がそれぞれ造営されている。しかし、７世

紀半ば以降は遺跡の範囲内に古墳をはじめとした造墓活動は停止しており、墓域が東山丘陵へと

移ったのではないかと指摘されている（２）。また、前回調査ではＥ－２・10号墳から鉄滓が出土し

ており、そのことから山科盆地に展開する製鉄関連遺構（御陵大岩町遺跡、後山階陵遺跡、大塚遺

跡）と被葬者との関連性も指摘されている。製鉄関連遺跡の他、山科盆地北西の丘陵地では複数の

須恵器窯跡が確認されており（日ノ岡堤谷須恵器窯跡、大岩須恵器窯跡、天智天皇陵付近須恵器窯

跡、牛尾須恵器窯跡、坂尻須恵器窯跡、大峰須恵器窯跡、朝日稲荷須恵器窯跡）、旭山古墳群が造

営された時期は、山科盆地は須恵器・製鉄関連の一大生産地であったことが想定され、それらに従

事する人々の拠点となる集落が中臣遺跡を中心に営まれたと考えられる。旭山古墳群はそれら生

産を統括する人々の墓地として山上に造営された可能性が高いと考えるが、結論は今後の調査成

果を待ちたい。

６．古墳以外の遺構について

　今回の調査では、古墳以外には土壙墓と想定される土壙（土壙８）を検出した。土壙８はＢ－５

号墳北西角部の周溝内から検出されている。断面観察からは、周溝が半ばまで埋没した後に土壙の

掘り込みを行っていることが確認できた。方墳角部の周溝内に構築されていることは偶然かもし

れないが、ҙ図して土壙墓の位置をબ定しているՄੑは高いのではないかと考える。

　前回調査では、奈良時代に̚−２号墳石室が࠶ར༻されている事、̙−１号墳は古墳ではなく平

安時代に墳墓として構築されたՄੑもある事、平安〜鎌倉時代にか͚ての土壙墓と想定される

土壙群やͦれにうと考えられる石ྻの構築なͲ、古墳時代Ҏ߱も地は墓Ҭとしてར༻されて
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表４　古墳Ұཡ表

古墳名
෧　土 周　溝

石　室

උ　考玄室部 તಓ部
奥壁 @ 高 ଶܗ

石室主࣠
方南北 東西 高さ ෯ 深さ さ ෯ さ ෯

B-3 - - - - - 2.2 0.65 - - 0.6 小石室 /8˃ 8

B-4 （5.9） 8.2 1.3 1.95 0.88 2.3 1.05 1.57 1.05 1.3 無袖 /37˃ 8

B-5 6.9 8.6 1.1 2.40 0.58 - - - - 0.98 無袖か /26˃ 8

B-6 （3.0） 4.9 0.75 1.25 0.9 - - - - 0.85 無袖か /22˃ 8

C-3 5.8 6.2 1.2 1.4 0.5 2.5 0.75 0.9 0.76 0.65 無袖 /22˃ 8

C-4 6.2 5.8 - 0.9 0.2 - - - - - - -

C-5 4.6 5.3 1.4 1.4 0.4 2.6 0.8 1.2 0.8 0.88 無袖 /10˃ 8

%-1 3.7 4.8 1.3 0.85 0.45 - - - - - - -
後に墳墓として࠶ར
༻

%-2 - - - - - 1.55 0.55 - - 0.62 無袖 /13˃ 8

%-3 5.8 5.5 1.3 1.05 0.45 2 0.65 0.35 0.7 0.5 無袖 /30˃ 8

%-4 5.0 7.0 1.3 1.7 0.5 2.5 0.9 0.95 0.95 0.95 小石室 /8˃ 8

E-1 5.4 6.5 1.5 1.6 0.65 - 0.9 - - 0.15 無袖 /19˃ 8

E-2 9.2 9.8 1.7 1.3 1.0 2.4 1.2 3.5 0.9 0.5 両袖 /22˃ 8

E-3 - - - - - 0.4 0.4 0.5 0.45 0.3 小石室 /16˃ 8

E-4 5.3 6.3 0.7 1.3 0.5 - 0.7 - - 0.7 無袖 /22˃ 8

E-5 5.2 7.8 0.4 1.6 0.4 - 0.8 - - - /5˃ 8
玄室෯はൈきऔり穴
から෮原

E-6 - - - - - 1.45 0.6 - - 0.35 小石室 /10˃ 8
床面に൘状のׂり石
を敷く

E-7 5.9 5.6 1.1 1.0 0.3 1.95 0.85 1 0.8 0.65 無袖 /3˃ 8
床面にに༻さ
れた石が存、ด࠹
石を有する。

E-8 - - - - - 1.7 0.4 - - 0.45 小石室 /1˃ 8

E-9 6.4 5.3 1.6 1.25 0.55 2.7 0.9 1.2 0.75 0.8 無袖 /0˃ 8
玄室部に礫を敷き٧
Ίた床を有する

E-10 6.3 6.5 1.6 1.4 0.55 2 0.8 1.7 - 0.95 無袖 /6˃ 8

୯位は N
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いた状況が確認されている。今回の調査Ռから中世の墓Ҭは̗支群までがることを確認した

ことから、ຊ古墳群のほ΅全Ҭが古墳時代Ҏ߱も墓Ҭとしてར༻されていたと想定される。

７．まとめ

　今回は̗支群に分する４基の古墳を調査した݁Ռ、墳丘・周溝・石室の規模や構造なͲが、既

往調査で明らかとなっている̘〜̚支群の古墳とほ΅同༷であることが確認された。このことか

ら、古墳群全体が共通規格ともݴうべきϓϥンにΑり造営がਐΊられたと想定される。しかし、大

型墳である̗−４号墳では、これまでຊ古墳群にお͚る大型墳の内部主体であると考えられてい

た両袖の横穴式石室ではなく無袖の横穴式石室が構築されること、ଞの支群では１基のΈである

大型墳がྡして２基存在するなͲ、ଞの支群とҟなった特徴もΈられる。今回の調査ՌにΑ

り、古墳群全体として໖ີなܭըに基ͮき造営をਐΊながらも、֤支群ͦれͧれの特徴を߹Θͤ࣋

つという状況がΑり明確になったのではないͩΖうか。

ம

 （１） ؙٛ߂ଞʮ日ϊԬఅ୩須恵器༼跡ʯh 平７年度　京都市埋ଂ文化財発掘調査֓報ʱ財ஂ๏ਓ京都

   市埋ଂ文化財ڀݚ所　1997年

 （２） 内ాতʮ中ਉ遺跡の古墳と墓ʯh リーϑϨοτ京都　/P.144ʱ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ

   所　2000年
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−27−

ෟষ　ؠ石ബยのภޫݦඍڸにΑる݁؍Ռ報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ެӹ財ஂ๏ਓ ӹ地ֶ会ؗ

                                      主ڀݚһ　౻原 

旭山古墳群調査にる石ؑࡐ定

体名শݧࢼ

ʻബยのภޫݦඍڸにΑる؍ʼ

ᶃࢼྉ名ɿ5-18

ᶄࢼྉ名ɿ࿐಄

① 5-18

（（ϋΠΞϩクϥスλΠτ）ؠ༹ࡅഁࣗ・ؠփڽ࣭ؠ玄）ؠ石名ɿ৭ؠ

　؟త特ɿ全体తにऑいยཧの認Ίられる҉փ৭のؠ石である。

ภޫݦඍ؍ڸ

　ଧったย状৫が認Ίられる。全体తにڧくม࣭࡞༻をड͚ていて、ຊདྷこのؠ石ができた時

にあった߭物は、ほ΅すべてが೪土߭物にม࣭している。また、ෆಁ明߭物がଟく認Ίられるのが

特徴である。

　ほ΅Ұ定方にྻするถཻ状のྠֲを࣋つ೪土߭物の集߹体や、ྲྀし状のඍ߭ࡉ物集߹体が

ยཧにԊってྻしているのが認Ίられる。

　全体తにཻ߭ࡉ物の集߹体で、ඍࡉな石ӳが在して認Ίられるଞは、ෆ定ܗのෆಁ明߭物と೪

土߭物からなる。೪土߭物はඍཻࡉのたΊภޫݦඍڸで߭物種を確定することはしいが、ΠϥΠ

τ（Ӣ೪土߭物）やట石ྨが主体とਪされる。

　ΠϥΠτとట石ྨは、୯χコϧでは୶৭〜ଳ୶৭、クϩスχコϧではΠϥΠτは1࣍〜

。ব৭をࣔすׯのい࣍ব৭をࣔし、ట石ྨは1ׯの࣍2

　ෆಁ明߭物はෆ定ܗをࣔすものと、ப状のܗଶをࣔすものが見られるが、߭物種の同定はできな

い。

　ൗথ༷のྠֲをࣔす部分もҰ部に認Ίられるが、内部は全て೪土߭物にม࣭している。

　全体తな৫と構߭物から、ւ底Ր山にΑってੜされた、玄࣭ؠのڽփؠやਫ中ࣗഁ༹ࡅ

。されるのม࣭したものとਪ（ϋΠΞϩクϥスλΠτ）ؠ
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＜偏光顕微鏡写真①　5-18 ＞　×20

୯χコϧ

クϩスχコϧ
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＜偏光顕微鏡写真①　5-18 ＞　×40

୯χコϧ

クϩスχコϧ
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ᶄ ࿐಄

（ؠփڽ࣭ؠ玄・ؠ玄）ؠ石名ɿ৭ؠ

　؟త特ɿ৭〜փ৭で、全体తにࢎ化がਐんでいるΑうな֎؍である。

ภޫݦඍ؍ڸ

　全体に৭のඍ߭ࡉ物、ൗথ状の߭物݁থの跡、ෆ定ܗのۭܺがଟくΈられる。

　全体をΊるඍࡉな৭߭物は、ࢎ化࡞༻にΑってੜされた鉄߭（ෆ७なજথ࣭鉄߭）と

。Θれるࢥ

ൗথ状߭物のൈ͚跡は、ట石ྨなͲの೪土߭物・ೋ࣍ੜの石ӳ・鉄߭なͲでॆరされてい

る。֎ܗからݩのൗথ状߭物は斜石やً石ྨとਪできる。

　ෆ定ܗのۭܺがଟく、おͦらくここに存在した೪土߭物が෩化࡞༻にΑってൈ͚出たものਪ

される。

　ม࣭がܹしいたΊ、全体తな৫やൗথ状߭物のൈ͚跡からਪଌすると、෩化前のؠ石は、玄

。されるではないかとਪؠփڽ࣭ؠあるいは玄ؠ
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ʻภޫݦඍڸ写真ᶄ ࿐಄ ʼ　ʷ20

୯χコϧ

クϩスχコϧ
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ʻภޫݦඍڸ写真ᶄ　࿐಄ ʼ　ʷ40

୯χコϧ

クϩスχコϧ
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調査区ฏ面図（1：200）
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Ｂ－３号墳ฏ面・断面・ཱ面図（１：50）
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Ｂ－４号墳ฏ面図（1：100）
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Ｂ－４号墳ηΫγϣン断面図（1：80）
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Ｂ－５号墳石室ฏ面・ཱ面図（1：50）
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Ｂ－５号墳石室掘ฏ面図（1：50）
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Ｂ－６号墳ฏ面図（1：100）
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Ｂ－６号墳ηΫγϣン断面図（1：80）
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Ｂ－６号墳石室ฏ面・ཱ面図（1：50）
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Ｂ－６号墳石室掘ฏ面図（1：50）
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土ᆮ８ฏ面・断面図（１：20）
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出土遺物１（１：４）
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出土遺物２（１：４ɺ１：２）
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１．調査区全景（表土掘削後　南東から）

２．調査区全景（石室内・周溝埋土掘削後　南東から）
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１．調査区全景（墳丘盛土掘削後　南東から）

２．垂直写真（墳丘盛土掘削後　上が北西）
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１．B−３号墳　全景１（南から） 

２．B−３号墳　全景２（西から）
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１．B−３号墳　石室内の状況（南から）

２．B−３号墳　東西断面（南から）
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１．B−４号墳　全景１（石室内・周溝埋土掘削後　南東から）

２．B−４号墳　全景２（墳丘盛土掘削後　南東から）
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２．B−４号墳　石室左側壁構築状況（南東から）

１．B−４号墳　石室右側壁構築状況（南西から）
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１．B−４号墳　石室奥壁構築状況（南東から） ２．B−４号墳　玄室内床面礫敷の状況（南東から）

３．B−４号墳　石室全景（南東から） ４．B−４号墳　石室基底石据付状況（南東から）
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２．B−４号墳　奥壁背面掘方埋土断面（北東から）

１．B−４号墳　玄室内床面礫敷断面（南東から）



図
版
29

Ҩ
ߏ

２．B−４号墳　石室左側壁背面掘方埋土断面（南東から）

１．B−４号墳　石室右側壁背面掘方埋土断面（南東から）
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１．B−４号墳　北周溝セクション断面（南西から）

２．B−４号墳　西半部東西セクション断面（南東から）

３．B−４号墳　東半部東西セクション断面（南東から）
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１．B−４号墳　北西部周溝内遺物出土状況（南西から）

２．B−４号墳　北周溝内遺物出土状況（南から）

３．B−４号墳　全景（石室完掘後　南東から）
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１．B−５号墳　全景１（石室内・周溝埋土掘削後　南東から）

２．B−５号墳　全景２（墳丘盛土掘削後　南東から）
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１．B−５号墳　石室奥壁構築状況（南東から） ２．B−５号墳　石室左側壁構築状況（南西から）

３．B−５号墳　石室基底石据付状況（南東から） ４．B−５号墳　石室奥壁背面セクション断面　
（南西から）
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１．B−５号墳　西半部東西セクション断面（南東から）

２．B−５号墳　主体部東西セクション断面（南東から）

３．B−５号墳　東半部東西セクション断面（南東から）
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１．B−５号墳　北周溝セクション断面（南西から）

２．B−５号墳　全景３（石室完掘後　南東から）
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１．B−６号墳　全景１（石室内・周溝埋土掘削後　南東から）

２．B−６号墳　全景２（墳丘盛土掘削後　南東から）
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１．B−６号墳　石室右側壁構築状況（南東から） ２．B−６号墳　石室左側壁構築状況（南西から）

３．B−６号墳　石室奥壁構築状況（南東から） ４．B−６号墳　石室基底石据付状況（南東から）
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１．B−６号墳　西半部東西セクション断面（南東から）

２．B−６号墳　石室内東西セクション断面（南東から）

３．B−６号墳　東半部東西セクション断面（南東から）
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１．B−６号墳　石室奥壁背面セクション断面（南西から）

２．B−６号墳　石室右側壁背面セクション断面（南東から）

３．B−６号墳　全景３（石室完掘後　南東から）
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１．土壙８　遺物出土状況（南東から）

２．土壙８　完掘状況（南東から）
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１．出土遺物１（須恵器　杯G）

２．出土遺物２（須恵器　有蓋高杯）
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１．出土遺物３（須恵器　壺・高杯）

２．出土遺物４（須恵器　甕１） ３．出土遺物５（須恵器　甕２）
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１．出土遺物６（須恵器　無蓋高杯１）

３．出土遺物８（須恵器　杯蓋）

２．出土遺物７（須恵器　無蓋高杯２）

４．出土遺物９（平安時代　土師器・須恵器）

５．出土遺物10（須恵器　壺A）
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１．出土遺物11（鎌倉時代　土師器）

２．出土遺物12（石器　石匙・石鏃）

３．出土遺物13（鉄製品　短刀）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旭山古墳群
終末期
群集墳

古墳時代
終末期

方墳
小石室墳 須恵器

　４基の古墳を調査し、２基の
大型方墳、１基の小型方墳、１
基の小石室墳を検出した。方墳
はいずれも前方を除く三方に深
い周溝が巡り、これは旭山古墳
群の特徴であることが判明し
た。
　方墳の内部主体は横穴式石室
であり、構造が確認できるB−
４号墳は無袖の横穴式石室で
あった。これまで大型墳の内部
主体は両袖の横穴式石室と想定
されていたが、無袖の横穴式石
室が構築される例もあることが
判明した。
　遺物は、B−４号墳周溝内か
ら須恵器がまとまって出土し、
この土器群は斜面上位に位置す
るB−５号墳前面から転落した
ものと考えられる。遺物の時期
は７世紀中頃に比定され、既往
調査で確認されているC〜E支
群出土遺物と同時期であること
が確認された。
　今回調査したB支群４基の古
墳は、既往調査のC〜E支群に
位置する古墳と規模・構造共に
似通っており、古墳群造営にあ
たり共通した規格と呼べるもの
が存在したと考えられる。

奈良
・

平安時代
土師器
須恵器

鎌倉時代 土壙（土壙墓か） 土師器
鉄製品
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